
別紙様式１　事業計画

生活基盤施設耐震化等事業計画 令和6年3月29日

　　計画の成果目標（定量的指標）

中津市三口浄水場及び国東市富来地域配水系の主要構造物の耐震化率（H27年度末：２０％　→　R4年度末：100％）　　　　　
上水道事業へ統合する簡易水道事業数（平成27年度末：0事業→H32年度末：26事業）
運営基盤の充実を図るため、監視システムの整備の実施

（H31年度末） （R4年度末）

計画

実績

計画

実績

Ａ　水道施設等耐震化事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 H29 H30 R元 R2 R3・R4

計画 435,601 25,535

実績 435,601 25,535

計画 2,897,741 589,940

実績 3,273,509 627,804

計画 - -

実績 - -

計画 932,902 165,766

実績 932,902 165,766

計画 34,000 7,000

実績 63,251 7,000

4,300,244 788,241

合計 4,705,263 826,105

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 H29 H30 R元 R2 R3・R4

計画 135,989 31,389

実績 125,401 31,219

135,989 31,389

合計 125,401 31,219

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｄ　水道事業におけるIoT・新技術活用推進モデル事業
番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 H29 H30 R元 R2 R3・R4

計画 340,000 53,333

実績 260,733 44,304

340,000 53,333

合計 260,733 44,304

Ｅ　生活基盤施設耐震化等効果促進事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）
種別 種別

合計

２．事業効果の発現状況　評価指標の実施状況

３．事後評価及び今後の方針等

目標値

100%

実績値

50%

評価

財源の状況や整備時期の見直しにより、評価指標で目標値を下回った。

進捗状況全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

継続

進捗状況

進捗状況全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

計画の名称

計画の期間 平成２９年度～令和４年度 交付対象
大分市　別府市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後高田市、杵築市、宇佐市、豊後大野市、由布市、
国東市、日出町、九重町、玖珠町

計画の目標

        大分県内の簡易水道施設の推進により経営の一元化を図ると共に、緊急時給水拠点確保のため基幹水道構造物の耐震化を図る

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

備考

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

進捗状況

事業主体 事業名

事業者 事業名 事業内容 市町村名

Ｅ

事業者 事業名 事業内容 市町村名

（H25年度当初）

耐震化率（％）：耐震適合性のある施設数／法定耐用年数を超えた施設数 20% 40% 100%

Ｂ Ｃ Ｄ
全体事業費

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）
Ａ Ｅ

4,776,233 千円 4,300,244 千円 135,989 千円 0 千円 340,000 千円 0 千円

5,091,397 千円 4,705,263 千円 125,401 千円 0 千円 260,733 千円

事業者 事業名

１．交付対象事業の進捗状況

事業主体 事業名

事業内容

4

5

水道

水道

水道

一般

一般

一般

-

継続

継続

全体交付額
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

Ａ

完了

2 水道 一般 中津市水道 三口浄水場耐震化・更新事業
配水池

配水池
継続

1 水道 一般 中津市水道 三口浄水場耐震化・更新事業

事業内容

普通沈澱池改築

普通沈澱池改築

1 水道 一般 佐伯市水道 佐伯市水道事業運営基盤強化推進等事業

事業内容

監視操作制御設備等の推進 完了

中津市水道

中津市水道

宇佐市水道

三口浄水場耐震化・更新事業

三口浄水場耐震化・更新事業

佐田地区重要給水施設配水管耐震化・更新事業

高架水槽改築

高架水槽改築

急速ろ過器改築

急速ろ過器改築

重要給水施設配水管

重要給水施設配水管

3

1 水道 一般 大分市水道 大分市上下水道局施設台帳システム構築事業 施設台帳システム構築

Ⅰ　事業効果の発現状況

Ⅱ　評価指標の実施状況

Ⅲ　評価指標以外の事業効果の発現状況
　　（必要に応じて）

大分県内における水道水の安定供給のため、水道施設の耐震化等、基盤強化の取組を引き続き推進する。

配水池等の耐震化率が向上したことで、水道施設の耐震化が推進し基盤強化が図られた。

耐震化率（％）

評価指標

0 千円

872,963 千円 788,241 千円 31,389 千円 0 千円 53,333 千円 0 千円

901,628 千円 826,105 千円 31,219 千円 0 千円 44,304 千円 0 千円
Ｂ Ｃ Ｄ


